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ットされたドナー角膜を用いて日本国内で行った DSAEKの臨床成績について検討を行った。  
まずプレカット後の国際輸送がドナー角膜に与える影響について検討を行うために、米国アイバ
ンクでプレカットされた後から我々の施設で手術を行う直前までのドナー角膜の内皮細胞密度
（ECD）減少率の測定を行った。2010年 11月から 2011年 10月の間に米国シアトルのアイバンクで
ある SightLifeから京都府立医科大学眼科の関連施設であるバプテスト眼科クリニックへ送られた
プレカットドナー角膜 40 眼について、プレカット前の ECD は米国で測定し、手術直前に測定した
ECDと比較し減少率を算出した。角膜ドナーの平均年齢は 59.6±11.1歳であり、死亡～強角膜片作










視力 1.0 以上、28%の症例が小数視力 0.8 以上、74％の症例が小数視力 0.5 以上であった。視力改
善は迅速であり、術後 1ヵ月の時点で術前と比較して統計学的に有意な改善を認めた（p<0.01）。   
平均角膜内皮細胞密度は、術後 6，12，24，36ヵ月目においてそれぞれ、2038±492 cells/mm2、





ブロックを 3眼（2.2%）、拒絶反応を 3 眼（2.2%）、角膜感染症を 1眼（0.7%）、続発緑内障に対す






影響していないことが示唆された。     
 以上の結果から、米国―日本間の輸送とそれによる長時間の保存の間の、プレカットドナー角膜
における角膜内皮細胞密度の減少率は 2.3％とわずかであり、合併症の割合も低く臨床成績も、国
内プレカットドナーを使用した既報と比較して同等の成績であった。DSAEK手術の普及とともに、
国内ドナーでまかないきれない分を海外ドナーで補うため、海外プレカットドナー角膜への需要が
高まりつつあり、今回の検討で、海外プレカットドナー角膜の安全性と有効性が示されたことで、
海外ドナーを扱う施設にとって有用な情報となると考えられる。 
